歴史地域学から見た東南アジア研究の未来

－桜井由躬雄先生を偲ぶ－

　昨年12月17日、桜井由躬雄先生が急逝されました。突然の、突然の旅立ちでした。
　先生の学会や授業でのよく通る声、飲み会や調査での人なつっこい笑顔は、まだ昨日のことのようにはっきりと思いだされます。
　1977年に京都大学東南アジア研究センター（東南ア研）に就職されたのち、京都での桜井さん（と書かせていただきます）は、ご自身で紅河デルタ農業史を中心とする「歴史地域学」を築きあげられただけでなく、東南ア研や東南アジア史学会関西例会・「漢籍を読む会」その他を舞台として、「江南デルタ稲作シンポ」をはじめ、たくさんの創意あふれる活動を展開されました。新しい学問の世界への熱気がうずまく「梁山泊」、その中心に桜井さんがいたといっても過言ではないように思われます。そこからさまざまな画期的研究が生まれました。そこから多数の若手が巣立ちました。1990年に東京大学に移られてからも、バッコック村総合調査などを通じて、関西の学界は刺激を受けつづけました。
　こうした当時の記憶を共有する何名かが話し合ううち、これを各自の思い出だけにとどめておくべきではないという考えで一致し、東京での追悼会とは別に、有志による研究会形式で桜井さんを偲ぶ会を、別紙のように企画しました。未来の東南アジア研究のために、桜井さんの学問（「研究」より「学問」という言葉を好まれました）をどう評価し、なにを継承すべきか（またはなにを変えるべきか）を、関西らしく率直に語ることが、桜井さんの学恩に報いる道ではないかと考える次第です。
　桜井さんにフィールドを教えた先輩から、「桜井を知らない子どもたち」の若手・学生まで、多くのみなさんのご来場をお待ちします。
記

研究会

日時：2013年4月19日（金）午後2時～

場所：京都大学稲盛財団記念館3階大会議室

http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/campus/map6r_m.htm
（プログラムの詳細は別紙をご覧ください）
懇親会

日時：2013年4月19日（金）午後6時30～

場所：京都大学稲盛財団記念館3階中会議室（大会議室の隣です）

懇親会費：5000円

  なお、会場では、『一つの太陽－オールウェイズ－』（めこん出版）を実費（2000円）で販売いたします。ご希望の方は、研究会・懇親会の出欠とあわせて、当日までにご連絡いただければ、会場に必要部数を用意しておきます。この機会に、ぜひお求めください。

出欠のお返事

研究会と懇親会の出欠、『一つの太陽－オールウェイズ』の購読希望の方は、4月12日までに、メール、電話等にてご連絡いただきますよう、お願い申し上げます。

研究会（参加 / 不参加）

懇親会（参加 / 不参加）

同伴者がある場合は、人数もあわせてお知らせください。

『一つの太陽－オールウェイズ』の購読を（希望する / 希望しない）
出欠等の連絡先メール：giao_su@cseas.kyoto-u.ac.jp
問い合わせ先

大野美紀子（京都大学東南アジア研究所）

メール：onomkk@cseas.kyoto-u.ac.jp
電話：075-753-7328

柳澤雅之（京都大学地域研究統合情報センター）
メール：masa@cias.kyoto-u.ac.jp
電話：075-753-7345
多数の皆様のご参加を心からお持ち申し上げております。
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「関西で桜井由躬雄先生を偲ぶ会」実行委員会

東南アジア学会関西例会

